
大きなサギのため、この名前が付いた。川やた
め池にすみ、魚や水生の小動物を食べる。くち
ばしの色は季節により変化する。

「水を搔きつ潜りつ」が略されカイツブリとなった。
川やため池などにすみ、水草を用いて水面に巣を
作る。小魚などをよく食べる。「キリリリ」とも鳴く。


